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当校の職員玄関に「啐啄（そったく）」という文字が掲額されている。禅の教え「啐啄同時」（ま

たは「啐啄同機」）に由来する言葉で、この学校だよりのタイトルにもなっている。 

「啐（そつ）」…鶏の雛が卵から産まれ出ようとして、内側から卵の殻をつついて音をたてたり、

かすかな声を出したりする。 

「啄（たく）」…「啐」を感じて、親鳥が外から殻をつついて破る。 

この「啐」と「啄」とが同時であってはじめて、殻が破れて雛が産まれる。教育という営みの様々

な場面で、心に留めておきたい大切な言葉だと思う。 

その視点で、私自身の来し方を振り返ると、後悔が多い。特に私の場合、「殻の内側からはまだ、

音も声も聞こえてこないのに、外側から殻をつついてしまっていたのではないかな。急ぎすぎた。

待てなかった。悪いことをした。」という反省をしてしまうことが、多々ある。逆に「殻の内側か

ら一所懸命、音や声を出してくれていたのに、気が付いてやれなかった。」ということもあったと

思うが、やはり「“啐”を待てなかった。」という後悔がとても多い。 

 

 

◇     ◇     ◇     ◇     ◇     ◇     ◇ 

「待たなくてよい社会になった。待つことができない社会になった。」 

（「『待つ』ということ」鷲田清一 角川選書） 

◇     ◇     ◇     ◇     ◇     ◇     ◇ 

世の中全体が、「待てない社会」「待たせることを許さない社会」「すぐに結果を出すことが求め

られる社会」になってきている気がする。それが、私たちから「おおらかさ」を奪ってしまっては

いないか。だからこそ今、子どもたちに対して「待つ」ということを大事にしていきたい。もしか

したら今、子どもたちは「ちゃんと待ってくれる大人」を待っているのではないか、とも思う。 

無論、何もなさずに待つのではない。 

子の声に、時には声なき声に、懸命に耳を傾けながら、「啄」の機を、待つ。 

子の幸せと成長を心から願いながら、できることを懸命に行いながら、望ましい変容を、成長を、

待つ。 

子の可能性を信じて、自らが殻を破ろうとする時が来ることを、待つ。 

子に寄り添い、時に喜び、時に涙し、時に右往左往しがら、

待つ。 

「叱ろう」「直そう」とする時、少しだけ待つ。まず「わか

ろう」とする。そんな「待つ優しさ」、「待つ勇気」をもった大

人でありたい。 

そう言いながらも、折々、待てない自分が頭をもたげる。

朝、玄関で「啐啄」の文字に迎えられながら、「待つことの大

切さ」を、自らに言い聞かせている。 

 学 校 だ よ り 第 ３ 号 啐（そつ）とは，鳥が卵からかえるとき，殻の中で雛

が鳴くこと。啄（たく）とは，親鳥が外から殻をつつく

こと。両者相呼応した，逃すべからざる好機をいう。当

校では，啐啄の精神から大きな成果が生まれると考え，

職員玄関に掲額している。 
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５月 21 日（金）令和３年度第１回生徒総会が行われました。今年度の生徒会活動の基本方針に

ついて、確認した後、意見交換を行い、活動の指針を決定しました。今年も新型コロナウイルス感

染症予防で「３密」を回避するために昨年同様、ビデオ会議アプリ「Zoom（ズーム）」でリモート

会議形式による生徒総会となりました。リモート形式の生徒総会でしたが、活発な意見交換により、

城西中学校をさらにより良いものにしていこうとする気持ちを高めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ＊体育館に掲げられている「共新」のパネルは美術部が作成しました。 

 

 

 

５月 24日（月）、避難訓練を実

施しました。今回は校舎１階より

出火し南西の風にあおられて教

室に延焼の恐れがあることを想

定とし、火災発生時の避難の仕方

を練習しました。全校生徒がグラ

ウンドに素早く避難し、落ち着い

た行動で整然と整列ができまし 

た。 

 

 

生徒総会 

避難訓練 
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 昨年度は実施できなかった部活動結団式を今年度は青空のもとグラウンドで全校生徒が一同に

会して行いました。卒業した先輩たちの想いも引き継ぎ、各部の代表が力強く決意表明をしました。 

 地区大会は６月 15日（火）の陸上大会を皮切りに各種大会が上越地区の各地で開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動結団式および激励会 
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４月26日付け「令和３年度ＰＴＡ総会の資料送付と紙面

検討・承認について（お願い）」において、今年度の活動

計画のご審議のお願いをしておりました。 

皆様方のおかげをもちまして、令和３年度のＰＴＡ総会

の資料についてご承認をいただきましたことをご報告い

たします。心から御礼申し上げます。まだまだ先の見えな

い状況の中ではありますが、皆様方のお力添えを得て今年

度の取組をスタートさせることができました。今後とも変

わらぬご支援をいただきますようお願い申し上げます。     ＜環境施設部会＞ 

 

 

環境施設部は南門付近の花壇の整備を行いました。朝早

くからの作業でしたが気温が高く汗だくになって作業し

ていただきました。次回は花苗を植えます。 

教養部はＰＴＡ会報「城西」の発行準備として役割分担

を行いました。 

校外指導部は５月 21 日夕方に学校周辺で下校指導を行

いました。雨の中の立哨でしたが「生徒の挨拶の声が良か

った。」と感想をいただきました。               ＜教養部会＞ 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA活動 

 

１日（木） ３年「いのち・絆を考える講座」 

２日（金） 通信陸上大会（～３日）  

       漢字検定             ２１日（水） 専門委員会 

       ＳＣ訪問日            ２７日（火） 保護者面談ＰＭ  

５日（月） 体育祭軍抽選会・県大会激励会               （～２９日） 

６日（火） 高校説明会②              ３０日（金） 終業式 

８日（木） 高校説明会③               ３１日（土） 県吹奏楽コンクール 

１３日（火） 教育相談①ＰＭ 

１５日（木） 教育相談②ＰＭ 

１６日（金） ＳＣ訪問日 

１７日（土） 県大会（～２５日） 

２０日（火） 終日短縮授業 

                                       

             

 

 

        

 

PTA活動が始まりました。 

 

＜PTA事務局より＞ 


